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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 43 条 換気設備】 

様式－7（43 条）-1 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

様式－7 

要求事項との対比表（ＤＢ） 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

（換気設備） 

第四十三条 発電用原子炉施設

内の放射性物質により汚染さ

れた空気による放射線障害を

防止する必要がある場所には、

次に定めるところにより換気

設備を施設しなければならな

い。① 

一 放射線障害を防止するため

に必要な換気能力を有するも

のであること。② 

二 放射性物質により汚染され

た空気が漏えい及び逆流し難

い構造であること。③ 

【解釈】 

通常運転時，運転時の異常な

過渡変化時及び設計基準事故

時において，放射線障害を防止

するため，発電所従業員に新鮮

な空気を送るとともに，空気中

の放射性物質の除去・低減が可

能な換気設備を設ける設計と

する。 

換気設備は，放射性物質によ

る汚染の可能性からみて区域

を分け，それぞれ別系統とし，

清浄区域に新鮮な空気を供給

して，汚染の可能性のある区域

に向って流れるようにし，排気

は適切なフィルタを通して行

う。また，各換気系統は，その

容量が区域及び部屋の必要な

換気及び除熱を十分行える設

計とする。 

放射性物質を内包する換気

ダクトは，溶接構造とし，耐圧

試験に合格したものを使用す

ることで，漏えいし難い構造と

通常運転時，運転時の異常な

過渡変化時及び設計基準事故

時において，放射線障害を防止

するため，発電所従業員に新鮮

な空気を送るとともに，空気中

の放射性物質の除去・低減が可

能な換気設備を設ける設計と

する。 

①-1【43 条 1】

換気設備は，放射性物質によ

る汚染の可能性からみて区域

を分け，それぞれ別系統とし，

清浄区域に新鮮な空気を供給

して，汚染の可能性のある区域

に向って流れるようにし，排気

は適切なフィルタを通して行

う。また，各換気系統は，その

容量が区域及び部屋の必要な

換気及び除熱を十分行える設

計とする。 

②-1【43 条 2】

放射性物質を内包する換気

ダクトは，溶接構造とし，耐圧

試験に合格したものを使用す

ることで，漏えいし難い構造と

チ 放射線管理施設の構造及び

設備 

(1) 屋内管理用の主要な設備

の種類 

(ⅵ) 換気空調設備 

通常運転時，運転時の異常な

過渡変化時，設計基準事故時及

び重大事故等時に□1 発電所従

業員に新鮮な空気を送るとと

もに，空気中の放射性物質の除

去低減が可能な換気空調設備

を設ける。①-1 

8. 放射線管理施設

8.2 換気空調設備 

8.2.1 概要 

換気空調設備は，建物内の空

気を清浄な外気と入れ換え，発

生した熱を除去することによ

って，機器の雰囲気温度を適正

範囲に保持するとともに，空気

の流れを適切に保ち，建物内の

汚染拡大を防止するために設

ける。②-1 

換気空調設備の主要な系統

は，次のとおりである。 

原子炉棟換気系 

タービン建物換気系

廃棄物処理建物換気系 

中央制御室換気系 

これら各系統には，必要に応

じてフィルタ，加熱器，冷却器

等を設ける。◇7  

また，ドライウェル内には，

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・差異なし。

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・差異なし。

・技術基準規則の要求事項に対

する基本設計方針を記載。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

放射線管理施設 

2.2 換気設備 

放射線管理施設 

2.2 換気設備 

放射線管理施設 

2.2 換気設備 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 43 条 換気設備】 

様式－7（43 条）-2 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

１ 第２号に規定する「漏えい

し難い構造」とは、ダクトであ

って内包する流体の放射線物

質の濃度が３７ｍＢｑ／ｃｍ３

以上のもの（クラス４管）は、

第１７条に基づく構造とする

とともに第２１条の耐圧試験

により漏えいし難い構造であ

ることが確認されていること

をいう。また、「逆流し難い構

造」とは、ファン、逆流防止用

ダンパー等を設けることをい

う。③ 

三 排出する空気を浄化する装

置を設ける場合にあっては、ろ

過装置の放射性物質による汚

染の除去又はろ過装置の取替

えが容易な構造であること。④ 

【解釈】 

２ 第３号に規定する「ろ過装

置」とは、気体状の放射性よう

素を除去するよう素（チャコー

ル又は同等品）フィルター及び

放射性微粒子を除去する微粒

子（高性能粒子又は同等品）フ

ィルターを用いることをいう。

④ 

３ 第３号に規定する「ろ過装

置の取替えが容易な構造であ

ること」とは、換気設備がろ過

装置交換に必要な空間を有す

する。また，ファン，逆流防止

用ダンパ等を設置し，逆流し難

い構造とする。 

排出する空気を浄化するた

め，気体状の放射性よう素を除

去するよう素用フィルタ及び

放射性微粒子を除去する粒子

用フィルタを設置する。 

これらのフィルタを内包す

るフィルタユニットは，フィル

タの取替が容易となるよう取

替えに必要な空間を有すると

する。また，ファン，逆流防止

用ダンパ等を設置し，逆流し難

い構造とする。 

③【43 条 3】

排出する空気を浄化するた

め，気体状の放射性よう素を除

去するよう素用フィルタ及び

放射性微粒子を除去する粒子

用フィルタを設置する。④ 

【43 条 4】 

これらのフィルタを内包す

るフィルタユニットは，フィル

タの取替が容易となるよう取

替えに必要な空間を有すると

ドライウェル冷却装置を設け

る。◇8  

8.2.2 設計方針 

(1) 清浄区域は，汚染の可能

性のある区域より正圧に保ち，

排気は汚染の可能性のある区

域から行う。◇1 （②-1） 

(2) 汚染の可能性のある区城

からの排気は，フィルタを通し

た後，排気筒から放出する。◇2

（②-9） 

(3) 主要な系統のファン及び

フィルタは，原則として 100％

容量２台又は 50％容量３台と

し，それぞれ１台を予備とす

る。◇3  

(4) 各区域の温度を適切に保

つため，加熱及び冷却を行う。

◇7  

(5) 各換気施設のフィルタ

は，点検及び交換することがで

きるように設計する。◇3  

(6) 中央制御室換気系は，設

計基準事故時には外気との連

絡口を遮断し，チャコール・フ

ィルタを通る系統隔離運転モ

ードとし，運転員等を被ばくか

ら防護するように設計する。◇5  

(7) 中央制御室換気系は，原

子炉冷却材喪失事故時に短期

間では動的機器の単一故障を，

長期間では動的機器の単一故

・差異なし。

・技術基準規則の要求事項に対

する基本設計方針を記載。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・差異なし。

・技術基準規則の要求事項に対

する基本設計方針を記載。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

放射線管理施設 

2.2 換気設備 

放射線管理施設 

2.2 換気設備 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 43 条 換気設備】 

様式－7（43 条）-3 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

るとともに、必要に応じて梯子

等を設置し、ろ過装置の取替え

が容易な構造であることをい

う。④ 

四 吸気口は、放射性物質によ

り汚染された空気を吸入し難

いように施設すること。⑤ 

【解釈】 

４ 第４号に規定する「汚染さ

れた空気を吸入し難い」は、排

気筒から十分に離れた位置に

設置することをいう。⑤ 

― 以 下 余 白 ― 

ともに，必要に応じて梯子等を

設置し，取替が容易な構造とす

る。 

吸気口は，放射性物質に汚染

された空気を吸入し難いよう

に，排気筒から十分離れた位置

に設置する。 

原子炉棟空調換気系は，送風

機及び排風機により，発電所通

常運転中，原子炉建物原子炉棟

（二次格納施設）内の換気を行

い，各建物内を負圧に保ち，排

気空気は，フィルタを通したの

ち，排気筒から放出する。 

ともに，必要に応じて梯子等を

設置し，取替が容易な構造とす

る。④ 

【43 条 5】 

吸気口は，放射性物質に汚染

された空気を吸入し難いよう

に，排気筒から十分離れた位置

に設置する。⑤ 

【43 条 6】 

原子炉棟空調換気系は，送風

機及び排風機により，発電所通

常運転中，原子炉建物原子炉棟

（二次格納施設）内の換気を行

い，各建物内を負圧に保ち，排

気空気は，フィルタを通したの

ち，排気筒から放出する。 

②-3，②-6，②-9

【43 条 7】 

ａ．原子炉棟換気系，タービン

建物換気系及び廃棄物処理建

物換気系 

原子炉棟換気系②-3，タービ

ン建物換気系②-4及び廃棄物

処理建物換気系②-5は，それぞ

れ原子炉建物②-6，タービン建

物②-7及び廃棄物処理建物②

-8に外気を供給し，その排気を

必要に応じてフィルタを通し

て排気筒から大気へ放出する。

②-9

障若しくは想定される静的機

器の単一故障のいずれかを仮

定しても，当該設備に要求され

る原子炉制御室非常用換気空

調機能を達成できる設計とす

る。また，中央制御室換気系の

うち単一設計とするダクトの

一部及び非常用チャコール・フ

ィルタ・ユニットについては，

劣化モードに対する適切な保

守，管理を実施し，故障の発生

を低く抑えるとともに，想定さ

れる故障の除去又は修復のた

めのアクセスが可能であり，か

つ，補修作業が容易となる設計

とする。◇10  

8.2.3 主要設備の仕様 

換気空調設備の主要機器仕

様を第 8.2－1表，第 8.2－2 表

及び第 8.2－3表に示す。◇4  

8.2.4 主要設備 

運転員が常駐する中央制御

室は，約 21～26℃に温度調節す

る。その他の区域は約 10～40℃

とするが，発熱量が多く室内を

40℃以下に保つ必要がない区

域は，必ずしも上記温度に保た

ない場合もある。◇7  

換気回数は，中央制御室は 10

回/h 以上，その他の区域は 0.7

回/h 以上の換気回数を確保す

る。◇7  

・差異なし。

・技術基準規則の要求事項に対

する基本設計方針を記載。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・差異なし。

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・差異なし。

放射線管理施設 

2.2 換気設備 

放射線管理施設 

2.2.3 原子炉棟空調換気系 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 43 条 換気設備】 

様式－7（43 条）-4 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

また，原子炉棟空調換気系の

給気及び排気ダクトには，それ

ぞれ2個の空気作動の隔離弁を

設け，原子炉棟放射能高等の信

号により，隔離弁を自動閉鎖す

るとともに原子炉棟空調換気

系から非常用ガス処理系に切

り替わることで放射性物質の

放散を防ぐ設計とする。 

また，原子炉棟空調換気系の

給気及び排気ダクトには，それ

ぞれ2個の空気作動の隔離弁を

設け，原子炉棟放射能高等の信

号により，隔離弁を自動閉鎖す

るとともに原子炉棟空調換気

系から非常用ガス処理系に切

り替わることで放射性物質の

放散を防ぐ設計とする。 

②-10【43 条 8】

(1) 原子炉棟換気系

原子炉棟換気系は，給気ファ

ン，排気ファン，フィルタ等で

構成する。◇2 （②-3，②-6）系

統概要を第 12.4－1図に示す。

◇4  

給気ファン及び排気ファン

は，それぞれ 100％容量のもの

２台を設ける。◇7  

建物に供給された空気は，排

気ファンにより排気筒から放

出する。定期検査時等排気に汚

染の可能性のあるときは，フィ

ルタを通す。◇2 （②-9） 

給気及び排気ダクトには，そ

れぞれ２個の空気作動の隔離

弁を設け，排気の放射線レベル

が高くなった場合は自動閉鎖

し，本換気系から非常用ガス処

理系に切替えて，放射性物質の

放出を低減する。②-10 

以上のほか，補助設備とし

て，冷却又は加熱の必要な場所

には，それぞれ空気冷却装置又

は空気加熱装置を設ける。◇7  

なお，非常用炉心冷却系，残

留熱除去系及び原子炉隔離時

冷却系等のポンプ室に設ける

空気冷却装置は，非常用電源に

接続し，外部電源喪失時でも運

転可能とする。◇9  

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・差異なし。

放射線管理施設 

2.2.3 原子炉棟空調換気系 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 43 条 換気設備】 

様式－7（43 条）-5 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

中央制御室の換気及び冷暖

房は，中央制御室送風機，中央

制御室排風機，中央制御室非常

用再循環処理装置フィルタ，中

央制御室非常用再循環送風機

等から構成する中央制御室空

調換気系により行う。 

中央制御室の換気及び冷暖

房は，中央制御室送風機，中央

制御室排風機，中央制御室非常

用再循環処理装置フィルタ，中

央制御室非常用再循環送風機

等から構成する中央制御室空

調換気系により行う。 

②-11，②-13【43 条 9】

ｂ．中央制御室換気系 

中央制御室等の換気及び冷

暖房を行うための中央制御室

換気系を設ける。②-11 

中央制御室換気系には，通常

のラインの他，チャコール・フ

ィルタを内蔵した非常用チャ

コール・フィルタ・ユニット及

びチャコール・フィルタ・ブー

スタ・ファンからなる非常用ラ

(2) タービン建物換気系

タービン建物換気系は，給気

ファン，排気ファン，フィルタ

等で構成する。◇2（②-4，②-7）

系統概要を第 12.4－2 図に示

す。◇4  

給気ファン及び排気ファン

は，それぞれ 50％容量のもの３

台を設ける。◇7  

建物に供給された空気は，排

気ファンにより排気筒から放

出する。定期検査時等排気に汚

染の可能性のある②-12 ときは

フィルタを通す。

以上のほか，補助設備とし

て，冷却又は加熱の必要な場所

には，それぞれ空気冷却装置又

は空気加熱装置を設ける。◇7  

(3) 中央制御室換気系

中央制御室換気系は，再循環

用ファン，チャコール・フィル

タ，排気ファン等で構成する。

②-13

系統概要を第 8.2－3 図に示

す。◇4  

再循環用ファンは 100％容量

のもの２台，チャコール・フィ

ルタは１台でそれに付属する

ブースタ・ファンは２台，更に，

排気ファンは２台を設置する。

◇7  

中央制御室換気系は，設計基

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・差異なし。

放射線管理施設 

2.2.1 中央制御室空調換気系 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 43 条 換気設備】 

様式－7（43 条）-6 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

タービン建物空調換気系は，

送風機及び排風機により，発電

所通常運転中，タービン建物内

の換気を行い，各建物内を負圧

に保ち，汚染の可能性のある排

気空気は，フィルタを通したの

ち，排気筒から放出する。 

廃棄物処理建物空調換気系

は，送風機及び排風機により，

発電所通常運転中，廃棄物処理

建物内の換気を行い，各建物内

を負圧に保ち，汚染の可能性の

ある排気空気は，フィルタを通

したのち，排気筒から放出す

る。 

タービン建物空調換気系は，

送風機及び排風機により，発電

所通常運転中，タービン建物内

の換気を行い，各建物内を負圧

に保ち，汚染の可能性のある排

気空気は，フィルタを通したの

ち，排気筒から放出する。 

②-4，②-7，②-9，②-12

【43 条 10】 

廃棄物処理建物空調換気系

は，送風機及び排風機により，

発電所通常運転中，廃棄物処理

建物内の換気を行い，各建物内

を負圧に保ち，汚染の可能性の

ある排気空気は，フィルタを通

したのち，排気筒から放出す

る。 

②-5，②-8，②-9，②-14【43 条

11】 

インを設け，設計基準事故時に

は外気との連絡口を遮断し，チ

ャコール・フィルタを通る系統

隔離運転モードとし，運転員を

放射線被ばくから防護する設

計とする。外部との遮断が長期

にわたり，室内の雰囲気が悪く

なった場合には，外気を非常用

チャコール・フィルタ・ユニッ

トで浄化しながら取り入れる

ことも可能な設計とする。□3  

中央制御室外の火災等によ

り発生する燃焼ガス，ばい煙，

有毒ガス及び降下火砕物に対

し，中央制御室換気系の外気取

入れを手動で遮断し，系統隔離

運転モードに切り替えること

が可能な設計とする。□3  

準事故時に放射線業務従事者

等を内部被ばくから防護し，必

要な運転操作を継続すること

ができるようにするため，他の

換気系とは独立にして，外気と

の連絡口を遮断し，チャコー

ル・フィルタを通して再循環す

ることができ，また，必要に応

じて，外気を非常用チャコー

ル・フィルタ・ユニットを通し

て取り入れることができる設

計とする。◇5  

なお，本系統の電源は，外部

電源喪失時に非常用電源に切

り替えることができる設計と

する。◇7  

(5) 廃棄物処理建物換気系

廃棄物処理建物換気系は，給

気ファン，排気ファン，フィル

タ等で構成する。◇2 （②-5，②

-8）系統概要を第 12.4－3 図に

示す。◇4  

給気ファン及び排気ファン

は，それぞれ 100％容量のもの

２台を設ける。◇7  

建物に供給された空気は，排

気ファンにより排気筒から放

出する。定期検査時等排気に汚

染の可能性のある②-14 とき

は，フィルタを通す。 

以上のほか，補助設備とし

て，冷却又は加熱の必要な場所

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・差異なし。

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・差異なし。

放射線管理施設 

2.2.4 タービン建物空調換気

系 

放射線管理施設 

2.2.5 廃棄物処理建物空調換

気系 

7



設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 43 条 換気設備】 

様式－7（43 条）-7 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

非常用ガス処理系は，湿分除

去装置，粒子用高効率フィル

タ，よう素用チャコールフィル

タ等を含む非常用ガス処理系

前置ガス処理装置フィルタ及

び非常用ガス処理系後置ガス

処理装置フィルタ並びに非常

用ガス処理系排風機等から構

成される。放射性物質の放出を

伴う設計基準事故時には非常

用ガス処理系で原子炉建物原

子炉棟（二次格納施設）内を負

圧に保ちながら，原子炉格納容

器から漏えいした放射性物質

を非常用ガス処理系を通して

除去・低減した後，排気筒（非

常用ガス処理系用）より放出で

きる設計とする。 

非常用ガス処理系は，湿分除

去装置，粒子用高効率フィル

タ，よう素用チャコールフィル

タ等を含む非常用ガス処理系

前置ガス処理装置フィルタ及

び非常用ガス処理系後置ガス

処理装置フィルタ並びに非常

用ガス処理系排風機等から構

成される。放射性物質の放出を

伴う設計基準事故時には非常

用ガス処理系で原子炉建物原

子炉棟（二次格納施設）内を負

圧に保ちながら，原子炉格納容

器から漏えいした放射性物質

を非常用ガス処理系を通して

除去・低減した後，排気筒（非

常用ガス処理系用）より放出で

きる設計とする。 

リ 原子炉格納施設の構造及び

設備 

(4) その他の主要な事項

(ⅱ)非常用ガス処理系 

非常用ガス処理系は，湿分除

去装置，粒子用高効率フィル

タ，よう素用チャコール・フィ

ルタからなる前置及び後置ガ

ス処理装置並びにファン等で

構成する。 

放射性物質の放出を伴う事

故時には，常用換気系を閉鎖

し，ファンによって原子炉棟内

を負圧に保ちながら，原子炉棟

内の放射性物質を本系統を通

して除去し，排気筒に沿って設

ける排気管（標高約130m）□2 か

ら放出する。②-15 

ａ．系統数 

２（うち１系統は予備）□2  

ｂ．容量 

約4,400m3/h/系統□2  

ｃ．よう素用チャコール・フィ

ルタのよう素除去効率

前置ガス処理装置 

には，それぞれ空気冷却装置又

は空気加熱装置を設ける。◇7  

(5) ドライウェル冷却装置

ドライウェル冷却装置は，フ

ァン及び冷却器で構成する。 

ドライウェル内のガスは，こ

の装置により循環冷却され，通

常運転中のドライウェル内の

平均温度を 57℃以下に維持す

る。◇8  

なお，この装置は，非常用電

源に接続し，外部電源喪失時で

も運転可能とする。◇8  

9. 原子炉格納施設

9.1.1.4.2.2 非常用ガス処理

系 

非常用ガス処理系の系統図

を第 9.1－4 図に示す。◇4  

本系統は，100％容量のもの

２系統からなり，各系統は，湿

分除去装置，粒子用高効率フィ

ルタ，よう素用チャコール・フ

ィルタからなる前置及び後置

ガス処理装置並びにファン等

で構成する。１系統で原子炉棟

を水柱約６mmの負圧に保ち，原

子炉棟内空気の 100％を１日で

処理する能力をもっている。◇2

（②-15） 

この系のよう素用チャコー

ル・フィルタのよう素除去効率

・同趣旨の記載ではあるが，表

現の違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明確

化。 

・差異なし。

― 以 下 余 白 ― 

原子炉格納施設 

3.3.1 非常用ガス処理系 

― 以 下 余 白 ― 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 43 条 換気設備】 

様式－7（43 条）-8 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

― 以 下 余 白 ― 

②-15【43 条 12】

― 以 下 余 白 ― 

97％以上 

後置ガス処理装置 

99％以上（温度66℃以下，相対

湿度70％以下において）□2  

― 以 下 余 白 ― 

は，前置ガス処理装置で 97％以

上，後置ガス処理装置で 99％以

上（それぞれ相対湿度 70％以下

において），また，これらの総

合効率は 99.97％以上に設計す

る。粒子用高効率フィルタは，

粒子状物質の 99.9％以上を除

去するよう設計する。◇7  

この系により処理されたガ

スは，排気筒に沿って設ける排

気管（標高約 130m）を通して放

出する。◇2 （②-15）この系は，

非常用電源に接続しており，外

部電源喪失時でも運転制御が

可能である。◇7 非常用ガス処理

系の主要仕様を第 9.1－4 表に

示す。◇4  

非常用ガス処理系は，原子炉

冷却材喪失事故時及び燃料集

合体の落下時に短期間では動

的機器の単一故障を，長期間で

は動的機器の単一故障若しく

は想定される静的機器の単一

故障のいずれかを仮定しても，

当該設備に要求される格納容

器内又は原子炉棟内の放射性

物質の濃度低減機能を達成で

きる設計とする。◇10  

なお，単一設計とする配管の

一部については，劣化モードに

対する適切な保守，管理を実施

し，故障の発生を低く抑えると

ともに，想定される故障の除去

9



設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 43 条 換気設備】 

様式－7（43 条）-9 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

紫色：基本設計方針(前)と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（前） 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び技

術基準との対比 
備 考 

又は修復のためのアクセスが

可能であり，かつ，補修作業が

容易となる設計とする。◇10  

4. 核燃料物質の取扱施設及び

貯蔵施設 

4.1 燃料体等の取扱設備及び

貯蔵設備 

4.1.1 通常運転時等 

4.1.1.2 設計方針 

(8) 雰囲気の浄化

燃料体等の貯蔵設備は，原子

炉建物原子炉棟内に設置し，◇6

適切な雰囲気を換気系（「8. 放

射線管理施設」参照）で維持す

る設計とする。◇1 （②-1） 

また，燃料体等の落下等によ

り放射性物質等が放出された

場合には，原子炉建物原子炉棟

で，その放散を防ぎ，非常用ガ

ス処理系（「9.原子炉格納施設」

参照）で処理する設計とする。

◇6  

― 以 下 余 白 ― 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－6 

【第 43 条 換気設備】 

 

様式－6 

様式－6（43条）-1 
 

－：該当なし 

※：条文全体に関わる説明書 

各条文の設計の考え方 

第43条（換気設備） 

１．技術基準の条文，解釈への適合性に関する考え方 

№ 基本設計方針で記載する事項 適合性の考え方(理由) 項-号 解釈 説明資料等 

① 

汚染された空気による放射

線障害を防止するための換

気設備の施設 

技術基準規則の要求事項を受けている内容

を記載する。 
1項 － － 

② 
放射線障害を防止するため

に必要な換気能力 

技術基準規則の要求事項を受けている内容

を記載する。 

1項 

1号 
－ － 

③ 
汚染された空気の漏えい及

び逆流し難い構造 

技術基準規則の要求事項及びその解釈を受

けている内容を記載する。 

1項 

2号 
1 － 

④ 
ろ過装置の汚染除去又はろ

過装置の取替え 

技術基準規則の要求事項及びその解釈を受

けている内容を記載する。 

1項 

3号 
2,3 － 

⑤ 

放射性物質により汚染され

た空気の吸入し難い位置へ

の施設 

技術基準規則の要求事項及びその解釈を受

けている内容を記載する。 

1項 

4号 
4 － 

２．設置許可本文のうち，基本設計方針に記載しないことの考え方 

№ 項目 考え方 説明資料等 

□1  他条文に関する記載 
第74 条に対する設計方針であり，第74 条にて同趣旨の内容を

整理するため記載しない。 
－ 

□2  仕様 要目表として整理するため記載しない。 － 

□3  他条文に関する記載 
第38 条に対する設計方針であり，第38 条にて同趣旨の内容を

整理するため記載しない。 
－ 

３.設置許可添八のうち，基本設計方針に記載しないことの考え方 

№ 項目 考え方 説明資料等 

◇1  設置許可添八内の重複記載 
設置許可添八内にある同趣旨の記載を採用するため記載しな

い。 
－ 

◇2  設置許可本文との重複記載 設置許可本文にある同趣旨の記載を採用するため記載しない。 － 

◇3  フィルタに関する記載 
「1.No.④」にて同趣旨の内容を包括して記載するため記載しな

い。 
－ 

◇4  文章，表又は図の呼込み 設置許可内での文章，表又は図の呼込みであるため記載しない。 － 

◇5  他条文に関する記載 
第38 条に対する設計方針であり，第38 条にて同趣旨の内容を

整理するため記載しない。 
－ 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－6 

【第 43 条 換気設備】 

 

様式－6 

様式－6（43条）-2 
 

－：該当なし 

※：条文全体に関わる説明書 

◇6  他条文に関する記載 
第26 条に対する設計方針であり，第26 条にて同趣旨の内容を

整理するため記載しない。 
－ 

◇7  設備の補足的な記載 設備の補足的な記載であるため記載しない。 － 

◇8  申請対象外 申請対象外のため記載しない。 － 

◇9  機器の冷却等の換気設備 
放射線障害を防止するための換気設備ではないため，記載しな

い。 
－ 

◇10  他条文に関する記載 
第14条に対する設計方針であり，第14条にて同趣旨の内容を

整理するため記載しない。 
－ 

４．詳細な検討が必要な事項 

№ 記載先 

※ 発電用原子炉の設置の許可との整合性に関する説明書 

※ 設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書 

－ 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書 

－ 機器の配置を明示した図面及び系統図 

－ 構造図 
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先行審査プラントの記載との比較表（放射線管理施設の基本設計方針） 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

東海第二発電所（2018.10.12 版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25 版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

島根原子力発電所 ２号機  

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 
備考 

2.2 換気設備 

通常運転時，運転時の異常な過渡変化時及び設計基準事故

時において，放射線障害を防止するため，発電所従業員に新

鮮な空気を送るとともに，空気中の放射性物質の除去・低減

が可能な換気設備を設ける設計とする。【43 条 1】 

換気設備は，放射性物質による汚染の可能性からみて区域

を分け，それぞれ別系統とし，清浄区域に新鮮な空気を供給

して，汚染の可能性のある区域に向って流れるようにし，排

気は適切なフィルタを通して行う。また，各換気系統は，そ

の容量が区域及び部屋の必要な換気及び除熱を十分行える設

計とする。【43 条 2】 

放射性物質を内包する換気ダクトは，溶接構造とし，耐圧

試験に合格したものを使用することで，漏えいし難い構造と

する。また，ファン，逆流防止用ダンパ等を設置し，逆流し

難い構造とする。【43 条 3】 

排出する空気を浄化するため，気体状の放射性よう素を除

去するよう素用フィルタ及び放射性微粒子を除去する粒子用

フィルタを設置する。【43 条 4】

これらのフィルタを内包するフィルタユニットは，フィル

タの取替が容易となるよう取替えに必要な空間を有するとと

もに，必要に応じて梯子等を設置し，取替が容易な構造とす

る。【43 条 5】 

吸気口は，放射性物質に汚染された空気を吸入し難いよう

に，排気筒から十分離れた位置に設置する。【43 条 6】 

2.2.1 中央制御室空調換気系 

中央制御室の換気及び冷暖房は，中央制御室送風機，

中央制御室排風機，中央制御室非常用再循環処理装置フ

ィルタ，中央制御室非常用再循環送風機等から構成する

中央制御室空調換気系により行う。【43 条 9】 
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東海第二発電所（2018.10.12 版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25 版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

島根原子力発電所 ２号機  

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 
備考 

2.2.3 原子炉棟空調換気系 

原子炉棟空調換気系は，送風機及び排風機により，発

電所通常運転中，原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）

内の換気を行い，各建物内を負圧に保ち，排気空気は，

フィルタを通したのち，排気筒から放出する。【43 条 7】 

また，原子炉棟空調換気系の給気及び排気ダクトには，

それぞれ 2個の空気作動の隔離弁を設け，原子炉棟放射

能高等の信号により，隔離弁を自動閉鎖するとともに原

子炉棟空調換気系から非常用ガス処理系に切り替わるこ

とで放射性物質の放散を防ぐ設計とする。【43 条 8】 

2.2.4 タービン建物空調換気系 

タービン建物空調換気系は，送風機及び排風機により，

発電所通常運転中，タービン建物内の換気を行い，各建

物内を負圧に保ち，汚染の可能性のある排気空気は，フ

ィルタを通したのち，排気筒から放出する。【43 条 10】 

2.2.5 廃棄物処理建物空調換気系 

廃棄物処理建物空調換気系は，送風機及び排風機によ

り，発電所通常運転中，廃棄物処理建物内の換気を行い，

各建物内を負圧に保ち，汚染の可能性のある排気空気は，

フィルタを通したのち，排気筒から放出する。【43 条 11】 

・設備の相違

【柏崎 7】 

島根２号機は原子炉

棟とタービン建物で換

気系が個別 

・設備の相違

【柏崎 7】 

柏崎 7 号は原子炉建

屋とタービン建屋の換

気系が共通 

・設備の相違

【東海第二】 
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東海第二発電所（2018.10.12 版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25 版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

島根原子力発電所 ２号機  

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 
備考 

・設備の相違

【東海第二】 

・設備の相違

【東海第二】 
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先行審査プラントの記載との比較表（原子炉格納施設の基本設計方針） 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

東海第二発電所（2018.10.12 版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25 版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

島根原子力発電所 ２号機  

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 
備考 

3.3.1 非常用ガス処理系 

非常用ガス処理系は，湿分除去装置，粒子用高効率フ

ィルタ，よう素用チャコールフィルタ等を含む非常用ガ

ス処理系前置ガス処理装置フィルタ及び非常用ガス処理

系後置ガス処理装置フィルタ並びに非常用ガス処理系排

風機等から構成される。 

放射性物質の放出を伴う設計基準事故時には非常用ガ

ス処理系で原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）内を負

圧に保ちながら，原子炉格納容器から漏えいした放射性

物質を非常用ガス処理系を通して除去・低減した後，排

気筒（非常用ガス処理系用）より放出できる設計とする。

【43 条 12】 

・設備の相違

【東海第二】 

島根２号機には，非常

用ガス再循環系はない 

・設備の相違

【東海第二，柏崎 7】 

島根２号機のフィル

タ装置は直列で 2 つ設

ける構成 

・設備の相違

【東海第二】 

島根２号機には，非常

用ガス再循環系はない 
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